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要 旨：本研 究ほ、大 東町 で生 活する住 毘の二一ズ に適合し淀健 康開 発を進 めるため に、玉９９９ 年 度から大東 町

基 本健 康診 査の 受診 者を対 象 に、その健 康状 況 および健康 生活 に関 連し危調 査を継 続し、資料の 蓄積を行っ

ている。本年 度 は２００４年度 基 本健康 診 査の緒果 招よぴ健 康調 査の結 果をもとに、健康 状況、地域 への親 穐性

や 介護・福祉 に関 する住 民意 識、および 錨域 渚動 の側 面を検討し危蘂その緒 果、調査 対 象者 は 経年 的に みて

客観的 健 康状 態に 何らかの間 題 はあるものの、自 覚 的 健康 度の高 い集 団であり、自 已の健 康 管理をう豪く位 置

づけなカミら生 活している状 況が紐 握できる。飽域 への親和 性 が高い考 が８割を 占め、福 祉 課題 については行政

や地 域 住 民間 での 協働を意 識しているが、 行政 サ ービスの利用 等 に関しては 世 代間 による 差が認 められる傾

向にある。基本 健 康診 査結 果の「医 療継 続」群は、「大 東 町で開か れた健 康 教室 に参 加している」や訂大 東町の

保健 福 祉サ ＾ビスに溝 歴」と回 答している警 姶 が 高い淡、健 康状 況カ童よくないと杜 会・文 化 的活 動 への 参加 が

少在い傾筒が示された。今後の介護保険の改正や市町村合併による変化を検討する資料として活用できると考

完 る。

Ｉ． は じ め に ｎ． 研 究 方 法

少子高齢化に向けた杜会保障糊度の改革が進

む 申、各 地 方 自 治 体 にお いても地 域 住 民 に必 要

な 保健・福祉 サー ビスのあり方 が模 索されている。

住 民の健康 増 進と ＱＯＬ の向 上を閏指Ｌた施 策を

嚢 開していくために は、 住 毘の 健 康 状 況 に加 完、

傑健福祉に関する住民意識や實常生活の実梱を

把 握し、 地域 の二一ズ に基 づいたサ ービスを提 供

していく ユ カミ重 要である。

本 研 究は 醐９年度 から、大 東町俵 民の健 康・生

渚状 況を明らかにすることを員 的とし、墓 本健 康診

査の受 診者を対象 に経年 的に 調査を 実施している臼

本年痩は２００違年度の基本健康診査およぴ健康調

査の 結果をもとに、健 康状 況と住 民意識、杜 会・文

化的 渚 動とのかかわりを中 心に検 討を行った。

１． 調 査 対 象

大 東 町に 屠住 する住 民 で、２００４ 年 度に基 本 健

康診査を受診した２，０６４名 のうぢ、調査 票（資料 参

照）が 回奴 できた １，９７３名（調査 票 回奴 率９５．１％）

か ら、１
，
９７０ 名 の 有 効 な 回 答 （有 効 回 答 率 ９９．８％）

を得だの で、そ れを分析の 対象とした。

２． 調 査 期 間

２００４ 年 度の基 本 健康診 査 の実 施 時期 に併造、

２００４年７月 中旬から１Ｏ月 下 旬に調 査を実 施じ危、

３． 調 査 方 法

基 本 健 康 診 査 通 知 書 に、 調 査 に関 する説 明 書

および調 査用 紙を同 封して対 象者 に送 付し、健 康

診 断実 施 時に 調査欄 紙を回収した自また、調 査 対
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象者 が 調 査 に同 意 する場 合 にのみ、 調査 用 紙 に

民峯 の記入、および調 査周 紙 への圃 答を依 頼した。

調 査 の依 頼にあたり、間 診 票および 健康 診 断結 果

を調査 に利 用 することや匿名 性 の保 持等 について、

あらかじめ書 面 で説 明した。 調 査用 紙 に氏名 が 記

入されたものについては調査に同意淡得られ危も

のとし、分 析の対 象とし危。なお、統 計処 理 は統 計

解 析 ソフトＳＰＳＳ ｖｅｒ．１２ を 用 い た。

４
１

調 査 内 容

本研 究 に用いる データは、 基 本健 康 診査 結 果、

基本健康診査閥診 票、大東 町健康調査票から得

危もの である。 大東 町 健 康調 査 票 の内 容 は、① 基

本的 属 性、② 自覚 的健 康度、③自 覚症 状の 有無
、

④冒常生潜に影響のある健康上の間題の有無と

その 内 容 および 治療 状 況、 ⑤住 民意 識と杜 会・文

化的 活動 の参加 の有無、⑦タイプ Ａ 調査、⑧ 運動

および 睡眠の習 慣であっ危。

皿． 結 果

１．回 答者 の属性

回 答 者 は 男 牲 ６８８ 人、 女 牲 ユ，２８２ 人 で あり、 平 均

年 齢 は 勢 性 ６４．７
± ｎ．１ 歳、 女 性 ６０．３

士 王王．３ 歳 で

あった。また性別 の年齢 構成 については表 至に示

す
。

表１． 牲 ・年 齢別 人 数と構 成割 合

総数 男性 女牲
年齢

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

９◎ （４．６）

１１５ く５．８）

２２３ （１１．３）

２２０（１１，２）

４０ （ ２．０）

２７０ （１３，７）

３２５ （、６．５）

３７４ （１９．◎）

２７６ く１４．０）

３７ （ １．９）

２９。 蝋
、

っ い で「農 業」の ２６．８％
、

「会 杜 員一の

王◎，９ ％
、

嚥 職 一 は 王２．６ ％ で あ っ た白

乎 均 世 帯 人 員 は ４． 牡 １．９ 人
、

世 帯 構 造 で は
、

単

身 世 帯 が ２
．８

％
、

夫 婦 の み の 世 帯 が １４．２％ で あ っ

彪
。

２， 回答者 の健康 状 況

１）基本健康診査緒果

回答者の健康状況 は、基本健康診 査の総合判

定 結 果 に よる と、
「異 常 な し」洲 ！３．５％、

竈要 注 意ｊ

が ３８，９ ％、
「要 医 療」 那 ２０．４ ％、

「医 療 継 続 切ミ

２７．２ ％ で あ っ た
。

こ れ を 性 別 に み ると、 馳 に 示 す

ように男性は女性に蛇べ「異常な〕「要淫意」の割

合め海 く、
「要 医療 ∬医 療継 続ｊの割 合が高かった

（ｐ＜Ｏ．０１）。 年 代 別 に み ると
、 年 齢 が 高 漢る ととも に

「異 常なし」の割 合淋低く、「医 療継 続」の割 合が高

４０歳 代

５０ 歳代

６Ｃ歳 代

７◎歳 代

８０ 歳～

３６０ （１８．３）

４４０ （２２．３）

５９７ （３０．３）

４９６ （２５．２）

７７ （ ３
，
９｝

○鴉 ２０％ ４０％ ６◎％ ８◎飴 、００琵

口 異常 なし ｏ 妥 注意 慶 要１嚢療 函 医 療 継 統

酬 ． 僅・隼 齢 階 級易１燃 合拳腱 結 果

まる 傾 向 に あ っ た（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）。

合 計 棚 ０ （１０◎） ６８８（３４，９） １２８２（６５，１）

職業 は、男健 では 膿 鞄 が３４．７％と最も多く、

つ い で「自 営 業」の ２１．７％、
ギ会 杜 員」の １２．１％、

ｒ無 職三 は ２８．３％ で あ っ た
。 女 惟 はｒ主 婦・ 家 事」淋

２）冒常生潜に影響のある健康上の聞題

因常生活に影響のある健康上の闘題がある者の

割 合 は、
全 体 の １３．５

％ と少 な い が
、

性 別 に み ると

女牲が健康間題があると意識する割合が男性に比
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べ て 有 意 に 高 い（ｐ＜Ｏ．◎５）。 ま た
、

男 女 とも 竿 齢 が

上がるとともに健 康 上の間題 がある割 合が有 意に

増加 する（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）自 性 埠 齢 階級 別の動 陶を観

察すると、郷 歳代 刷 歳 代では性 差然ないが、６０

歳代 柵 歳 代で男 性カミ高い傾 胸 にあり、８０ 歳代 で

女性 淡高く荏るが、概して健 康な目常 生活を送っ

て い る（図 ２）
。

○託 ２◎冤 ４０挑 ６０鴉 ８０荒 １００鴨

蝋 ５０％ 柵Ｏ菟

口 まし㌔ ｏ…Ｅあ；よ＝む、 園 赫毫美りよくなし、 墜 泰くなし㌔

図３． 牲・年 齢 階 級 郡 の 自 覚 的 健 療 度

４）自 覚 症状

自覚症状がある者の割合を陛別に検討した緒果

を関４ づ および図４－２に示す。

蟹 聞 題 淋 ある 園 間 題な い

灘２． ヨ箆生活に影響話る者 艦 噂 齢鯵綴 馳

棚 ｒ （雛）

５２．１

影 響を受ける冒 常生 活の内 容 は、 唯 事、家事、

学 業」（３６，Ｏ％）が最も多く、ついで「運動」

（王８．２％）、 閉 常生 活動 作（衣 類着 脱、食 事、 入浴

な ど）」（王７
咀
４％）

、
「外 帥 （王３，

６％）で あ っ た
。

聞題 がある者 の中で症 状 に対 する通 院 状況 に

ついてみると、最も回答か 多いのは「治療で通 院

中」 の ６８，６ ％ で弔 以 下、
Ｆ医 者 に か かる ほ ど のも の

ではない」の２０，６％、
に 抗から受 診の予 超 の

夏玉、２％ と 続 い て い る
。

３）自覚的健康度

自 分の健 康 状 態を ば い」凡 ぼ あよい」、 脇 まりよ

くな い」、 はくない」の４つ のカテゴリ山 に分 け、 自

覚 的健 康度をたず ねた。

健 康 状 態 は
、

は い 」（２８，３ ％）
、

「ま あ よ い」

（６２．５％） を 合 わ せ ると
、
“よ い” が ９ 割 以 上 と 良 好 で

ある。 は い」の割 合 は、女 牲 に比 べ男 性が 多く（ｐ

〈Ｏ．０５）、 年 齢 淋 高 まる に つ れ て 滅 少 し て い た（ｐ＜

繊。蝸）（園 ３）。
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男 女 とも「肩 こり や、 腰 痛 が ある」（男 性 ５２．王％、

女 性 ５６．５％）
、

腋 れ や す いｊ（男 性 ４０．０％、 女 性

５０．
２％） の 順 に 多 か っ た。 つ い で、 努 性 は「た んカミ

で たり
、

咳 を す ること那 ある」（２３．６％）
、

「ちょっ とし

た ことで も 気 に な る」（！９．４％）
、

畷 、 起 きる の が だ

る い」（１５．至％）
、

女 性 は「ち ょっとし たこと でも 気 に

な る」（３１．３％）、
「朝

、
起 きる の 淋 だ る い」（２３．５％）

、

「よく 眠 れ な いｊ（１８．９
％） が 続 い た

。

自覚 症 状 の 有 無 につ いて、男 女 間 に 有 意 差淡

認められたおのは、
「朝、起きるのがだるい ∬ちょっ

とし危ことでも気になる∬疲れやすい」 脆 んがでた

り、 咳を することが ある」「便 通 が 良くない」（ｐ＜

Ｏ．０！）、
「よく 眠 れ な い」（ｐ＜ 〇一０５） の ６ 項 冒 で あ っ

た。

年代 別 にみると、年齢 が上 がるとともに有意 に高

漢るものは、 眈 ん淡でたり、咳をすることがある」（ｐ

く０．０５） で あ っ た
。

「覇
、

起 き る の が だ る い」Ｆ疲 れ や

す い ∬ 何をするのもおっくうである」の症 状がある

者 の 割 合 は ６０ 歳 代 が 少 な か っ た （ｐ＜Ｏ
．
０１）

。
こ れ

を性・年 代 別 にみると、男 性 はＦ便通が 良くないｊ考

の割合那年 齢とともに高く（ｐ＜０，０！）、
「疲 れや す

い」「何をするのもおっくうである」の 症 状がある者

の 割 合 は ６０ 歳 代カミ最 も 少 な か っ た（ｐく０．０１）。 女

性 ば 帽 の調子が良くないｊ者の割 合は５０歳 代が最

も少なく（ｐ＜Ｏ．０１）、
ｒよく職 倣 い一者の害姶 か６０歳

代 で 高 か っ た（ｐ＜Ｏ．０５）
。

女 性 の ６０ 歳 代 に 少 な か

った自覚 症 状 は「覇、起きるのが だるい ∬ 侮をする

の も お っくう で あ る」（ｐ＜ ０．Ｏ至
）
、

「肩 こり や
、

腰 痛 が あ

る」（Ｐ＜Ｏ，０５）で あ つ 危
。

３．回 答 者の住 民意 識

住 民 意 識 に つ いて地 域 への 親 和 性 や 介 護・福

稚 サービスなどの観 点から、 居住 する町、老 後、行

政、保 健福 祉 サービスに対 する嘗 分の 考えをたず

ね、
「い いえ」「はい」「どちらともいえない」の３件 法

で回 答を求めた。

王） 居住する町について

に の町に住んでいれば老後 は安心だと思いま

す か 北 いう質 間 に 対して、
「どちらともい 完ない」

（５２．７％） 淡 過 半 数 を 超 え る 淋、
ズは い」が３６，０％ で、

「い い完」が王１．３％ であった。牲 差は 認められな か

ったが、男 女とも年 齢 が 高まるにつ れ てＦい い ね

ｒどちらともい完ないｊの割 合カミ減少し、
「はい」の割

合 淋 高く な っ た（ｐ＜０．Ｏ王）（図 ５）
。

男性

女性

合計

０％ ２◎％ ４０霧 ６◎班 ８０鴇 １００％

≡

固 い いえ 酬 まい Ｑ どちらともい えない

図５．ここに 住 んでい れ ぼ老 後 ぼ 安 心

「この 町にいつまでも住み続けたいと思います

か」という質 間 に対して、最も回 答 が多 かったの は、

「 は い」の７７．９ ％ で、 つ い で「ど ち らとも い え な い」

（王９．２％）
、

「い い ね （２Ｉ９％） の 順 で あ っ た
。 性 別 に

みると、女 性は 男 性に 比 べｒどちらともい完ない」と

回 答 し た 割 合 が 多 か っ た（ｐ ＜０．０１）。 年 代 別 に み

ると、男 女とも８０歳 以 上を除き、年齢とともに「はい」

の 割合 が 多く、
「いい完 ∬どちらともいえない」の 割

合 が 少 な か っ た（ｐ＜Ｏ．０１）（図 ６）
。

男控

麦縫

会計

０託 ２０託 ４０％ ６０％ ８０％ １００鴇

８ い い完 囮 はい 口 どちらともい えない

衝６、この 酬 こ住 み 繍 ナた い

２） 老後 につ いて

ｒ老 後 は子 どもに面 倒をみてもらい危いと思 いま

す か」という質間 に対して最も回 答 が多かったの は、
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「ど ち ら とも い 克 な いｊ の４６，０
％ で、 つ い で「は い」

（３２．王
％）、

「い い ね （２亘．８ ％） の 順 で あ っ た
。

性 別に みると、 女 性 は男 性に 銑 べ 吃 ちらともい

えないｊの割 合 が高く、男 性 は「はい」に高く、老後

観 に関する性 差が認められた（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）。

年 代別 にみると、男 女とも年 齢とともにｒはい」と

回 答した 者の割 合 が有意 に高くなり（ｐ＜Ｏ．０王）、若

い世代の意識との差を今後どのように解決していく

かの検 討が必 要である（図７）。

舅縫

女牲

舎計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ ｛００％

８ いい え ２ はも、 コ どちらともいえな い

図フ． 老 後１ま弄 どもに薗 倒 をみ てもらいた い

性別 にみると男 性 は女 性に 比べｒは い」と回 答し

た 割 合 カ 塙 か っ た（ｐ＜０．Ｏ王）
。

年代 別 にみると、男 女とも年齢とともに「いい完」

Ｆどちらともい完ない」の 割合 が減少し、
「はい」の割

合が高く（ｐ＜０．０１）、行 政俵 存の傾陶 が強まる。

ｒ行政と住民カレ 緒になって解決するものと思い

ま す か」と いう質 間 に 対 し て は
、
「は い」が８堪．３

％ と

最も多く、行政との協働 意 識が強かっだ。 ついで

ぼ ちらとも い 完 な いコ（１３．２％）、
「い い え」（２．５％）

の順であった（図９）。 性別 および年 代別の結 果に

有意 差 はなかった。

男 牲

女牲

合 計

○琵 ２０竪 ４◎銘 ６０％ ８０幌 １００％

≡

；

團む、い え 藺 は い ｏ どち らとも いえ な い

劉９． 福 祉問 翻玄行敏と佳 農 が一緒 に解決 する

３）行 政サービスについて

保 健 や福 祉 間 題 につ いて、
「行 政にまか せてお

け ばよいと思います か」、
Ｆ行 政と住 民 が一 緒 にな

って解 決 するものと思 います か」、
「地域 住 民が助

け合って解決すべきだと思いますか」とそれぞれに

ついてたずねた。

「行 政 にまかせ ておけ ばよいと思いますか」という

質 聞 に対して、
訂どちらともいえない」（４２．３％）秘最

も 多く、 つ い で「い い 完」（３３．９％）
、

「は い」（２３．９
％）

の順 であった（図８）。

０％ ２０託 ４０鴇 ６０％ ８０晃 １００％

「地域住民が助け合って解決すべきだと思い漢

すか一という質間 に対しても、
「はい」が７２．９％と最も

多く、 つ い で「ど ち らとも い 完 な い」（２４．Ｏ％）、
「い い

え一（３．王％）の 煩 で あ っ た。 性 別 に み ると、 男 性 は 女

性 に比 べｒはい」と回答した割 合 が多く、女 性 は男

性に比べ 叱ちらともいえない 此回答した割合が多

か っ た（ｐ＜ Ｏ．０５）（図 五０）
。

年 代 別 に み る と 女 性 は

年 齢とともに〔はい」の割 合が高 かった（ｐくＯ．０１）。

Ｏ％ ２◎詣 ４０詣 ６０究 ８０鴇 、００琵

勇桂

安性

舎諦

固 い い え 釧 まい ［１どちらともいえな い

男 桂

女 性

合 計

臼 いい え 酬 まい 口 どちらともい えない

図１◎． 福 社 間 固 は 地 域 佳 慶 那 助 け合 って解 決 す べき

図８． 保 健 福 祉 の 問 螂 ま行 敏に まか せ てお１チぽぷい
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訂行 藪のサ ービスはできるだ け活 用じたいと思い

ます か 比 いう質 闘 に対して、最も回答カミ多かった

渓）は
、

「は い」 の７７．壕％ で、 つ い で 「ど ち らとも い 完 な

い パ至９，Ｏ ％）
、

「い い 完」（３．６
％）の 煩 で あ っ た

。
性

別 にみると勇 性 は 女性 に比 べＦはい」と回 答し危割

合那 多く、女 性は男 性 に比 べ「どちらともい完ない」

と 回 答 しだ 割 合 が 多 か っ た（ｐ＜Ｏ．０５）（図１１）。

年 代 別 に みると、男 性 は５０歳 代を除き、年 齢 が

高 まる に つ れ てＦは い」の 割 合 が 高 く（ｐ＜Ｏ．０５）、 行

政サービスの活用 の二 一ズが強 い。

０鴇 ２Ｃ鴉 ４０鴉 ６０路 ８０鴉 １００鴉

竈い い え」（９，３
％） の 煩 に 多 か っ た

。
こ の 項 目 は 性

差および牢 代間 に有意 差カ溺 められ、男 性はｒは

い」 概 ３．４％と最も多く、 つ いで「どちらともい完な

い」（３９．９％）、
「い い 完」（６．７％）で あ っ た

。
女 性 ほ

Ｆどちらともい完ない」が５６．８％と最も多く、 ついで

「は い」（３２．呑％）、
「い い え」（１０．７％）で あ っ た（図 １

３）。男 女とも年齢 が高まるにつ れて「はい」の割 合

が 増カ 叱 て い た（ｐ＜Ｏ．０王）。

男性

女性

合書十

竈 い いえ 覆 はむ、 コ どちらともい えな い

璽１１． 行 敏 サ ー ビ ス は できるだ け 溝 踊したい

ゴできるだけ行 政の 世 話 には荏り危くないと思い

ますか」という質間に 対して、
戸はい」 洲３．２％と最も

多 く
、 つ い で 「ど ち らとも い 完 な い」（３５．３％）、

「い い

ね （２至．５％）の 順であった。男 性 は女性 に比 べ「は

い 此 回答した割合が多く、女性は男性に兇べ 叱

ちらともい完ない」と回答した割 合が 多かっだ（ｐ＜

Ｏ，０
１）（図１２）。

年 代別 にみると男 女とも年齢とともに訂はい一の 割

合 淋 増 加 し て い 危（ｐく０．０１
）
。

θ％ ２０冤 ４０詣 ６０％ ８θ琵 、ＯＯ託

男性

女縫

念談

○詣 ２◎託 ４０鴨 ６０％ ８０％ コ００％

男性

女縫

台計

８ い いえ ２ 獄 い 口 どちらともい えない

璽１２． できるだ け 行 薮 の 世 話 に はなりだくない

ｒお年 寄りの世 話は身 内かみるほう淋よいと思い

ますか」という質 間に対して、 叱 ちらともいえない」

が５０．９ ％ と 過 半 数 を 超 え、 つ い で「は い」（３９．７％）、

竃 い いえ 覆 はい ［１どち らともい完 ない

図１３． お 隼 寄りの 世 話１ま身 内 郁 みる ぼうがまい

４）保 健福 祉サービスにつ いて

「保 健 福 祉サ ービスを受 けるの は当 然 の権 利 で

あると思 いますか」という質閥 に対して、
「はい」が

５４．４％と過 半 数を超 え、 つい で「どちらともい えな

い」（３７．５％）
、

「い い え」（８，１％）の 煩 に 多 か っ た
。

男 性 は女 性に蛇 べ「はい」の割 合が 多く、女 性は

男 性 に 比 べ「どちらともいえない」の割 合 が多 かっ

た （ｐ＜Ｏ．Ｏ王）（図 １４）
。

年 代別 にみると、男性 は５０歳 代を除き、年 齢とと

もに⊆はい」の割 合 が 多かった（ｐ＜０．０１）。 女性 は

７０歳 代を除き、年 齢とともに 叱 ちらでもない」の割

合 が 多 か っ た（ｐ＜Ｏ．０１）。

○鴇 ２０％ ４０鴉 ６◎琵 ８０鴇 マＯＯ鴇

男 性

女 縫

合 計

ヨ

←

≡

！
≡

Ｂ いいえ 黎 は い 口 どち らとも いえ ない

図１４． 保 健 福 徽 妙 一ビ スを 受 ける の は 当 然の 権 剰
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喉 健福祉サービスを受けることに低抗茄あると

思います か」では、
「いいえ」カミ５０．４％と過 半 数を超

え
、 つ い で「どち らとも い え な い」（３８，９％）、

「は いｊ

（１０．７％）の煩に多 かった。この項 員では性 差は認

められなかった（図１５）。

年 代別 にみると、男 性は年 齢とともに「はい」の割

合 カミ増 完（ｐ＜Ｏ．０５）、 女 性 も８０歳 代 を 除くと
、

年 齢

ととも にＦは い」 の 割 合 が 高 ま っ た （ｐ＜０．０１）。

０鴉 ２０箔 ４０％ ６０鴨 ８０％ 、００％

「健康教育に関する大東町の案内をみたことが

あります か」という質間 に対して、
「はい」が４７，Ｏ％と

最 も 多 く、 つ い で 「い い え」（衡．２％）
、

「ど ち らとも い

完 な い」（７．８％） の 頗 で あ っ 危（図１７）
。

牲別 の緒 果に 有意な 差ほな かった が、年代 別 に

みると、女 性の８０歳 代を除き、男 女とも年齢とともに

「は い」の 割 合 が 多 か っ た（ｐ＜０１０ユ）。

勇 牲

Ｏ％ ２０％ ４０％ ６０詣 ８０詣 １◎０老

男 性

女牲

含許

団 いも、え 國 ぼ い 口 どち らとも いえな い

鰍 ５． 保 健 福 祉 サ ー ビ スを受 けることに 抵 抗 が あ る

ｒ大東町の保健福祉サービスに満足しています

か」という質 間 に対して、
ｒどちらともい えないＪが

６２．８％ と 最 も 多 か っ た が
、

竈は い」カミ３０．８ ％
、

「い い

え」は６．３％ であった。 男 性は 女性 に比 べＦはい」の

割 合が 多く、 女牲 は男 性に比 べ「どちらともいえな

い」 の 割 合 が 多 か っ た（ｐ＜Ｏ，Ｏ王）（図 １６）。

年代 別 にみると、男 女とも年齢とともにｒはい」の

割 合 が 多 か っ た（ｐ＜０．Ｏ王）。

女性

合訪

団 い いえ 國 は い ８ どちらともい えない

図１７． 健 療教 育 に露 する 夫 菓１町の 案 内 をみた こと淋 ある

ｒ大東 町で開かれた健康 教室に参加したことが

あり漢すか」という質閥 に対して、最も回答カミ多かっ

た の は
、

竈 い い え 」 の ７０．８ ％ で 、 つ い で 「 は い 」

（２６．０％）
、

「ど ち らとも い え な いｊ（３．２ ％）で あ っ た
。

性 別 にみると、女 性 は男 惟 に比 べ「はい」の 割合

淋 多 か っ た（ｐ＜ ０．０王）。
年 代 別 に み ると、 男 性 の５０

歳 代を除き、男 女とも年 齢とともに「いい完」の割 合

が 少 な か っ た（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）（図１８）。

０％ ２０晃 ４０％ ６０％ ８０％ １００％

勇健

女牲

禽許

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０路 １００呪

国 い いえ 蟹 は い 口 ど ちらともい完 な い

図１６． 夫 東 欧 の 保 優 福 植 サ ー ビ スに 溝 足 して いる

男性

女性

含酎

国 いいえ 圏 はい １：１どちらと包、えない

図１８．健 療教 蟄 こ参加したことが ある
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４． 回答 者の杜 会・文 化的 活動の 参加 状祝

「町 内 会 や 婦 人会」、
ｒ老 人クラブ やシル バ ーカ

レッジ 割 、
「ボランティア 活動」、 憾 味 や稽 吉薯 の

集まりや 会」についてたず ねた。

訂町 内 会 や 婦 人 会」へ の 参 加 は、
ｒは いｊが

５０．Ｏ％ と 最 も 多く
、 つ い でＦい い え」（３０．１

％）
、

「ど ち

らとも い え な い」（１９
．
９％） の 煩 で あ っ た

。

ｒ老 人クラブ やシル バーカレヅジ等」への 参 加は、

「 い い え 〃ミ ６５．７ ％ と 最 も 多 く、 つ い で 竈 は い」

（２９．６％）、
「ど ち らとも い 完 荏 い」（４．７ ％） の 頗 で あ

つ だ
。

「ボランティア 活 動ｊへの 参 加も、
Ｆい い 完 切ミ

７０
１
１％ と 最 お 多く

、 つ い で「は い」（２１．１％）、
「ど ち ら

とも い え な い」（８．８
％）の 頗 で あ っ た

。

暮趣 味や 稽 古 事の 集まりや 会」へ の参 加 は、
訂は

い」（畦６．８％）と「いい ね （４６，５％）か ほ ぼ嗣じ割 合

で
、

「ど ち らとも い え な い」 淋 ６
．
７％ で あ っ た

。

参 加 状 況を性 別 にみると、有 意 差淋 認められる

ものは、
ｒ町内 会や 婦 人会」への参 加 で男性 が多く

（図五９）、
Ｆ趣 味や 稽 古 事の 集まりや会」への 参 加

（図 ２０） は、 女 牲 が 多 か っ た（ｐ＜ＯＩＯ王）。

○莞 ２０％ ４０％ ６０％ ８０電 マ００％

≡

男控

女牲

合訴

Ｏ％ ２ｅ％ ４０託 ６０％ ８０呪 １００琵

ｉ

８ い い完 酬まい ｏ どちらともいえな い

國２０． 趣 瞭 や 識 古 事 の 簑 まりや 会 に 参 加している

合献

女性

男縫

０託 ２０琵 ４０琵 ６０％ ８０完 】００品

男性

女縫

ｒ ，

合計

８ いい え 覆 はい １＝：１どちらともいえ ない

図１９．． 欧 内 会 や 婦 人会 に様 できる だけ 参 痂している

年 代別 にみると、
「町内 会 や婦 人会ｊへの参カロは、

女 惟の ７０ 歳代を除き、男 女とも年 齢とともに「いい

え一 の 割 合 が 高 か っ た（男 性 ｐ ＜ ０，０５、
女 性 ｐ＜

Ｏ．Ｏ王）。
ｒ老 人 クラ ブ や シ ル バ ー カ レッ ジ 等」 へ の 参

加 は、男 女とも年 齢とともにｒはい」の割 合 が高く（ｐ

＜Ｏ．Ｏ豆）
、
７０ 歳 代 で は「は い一 が ６ 割 を 超 え

、８０ 歳

以 上では７ 割を超完危（図２五）。

藺 いい え 蘭 はい コ どち らともい えない

図２１、 老 人クラブ やシ ル バ ‘カレッジ 等 に 参 施している

ｒボランティア活 動」への 参加 は、男 性 では 年代

間 に 差はなかったが、女 性 は６０歳 代を除き、年 齢

ととも に「い い 完」の 割 合 淡 多 か っ た（ｐ〈０．０１）。
「趣

味 や稽 古 事の集まりや会」への 参痂 は、男 女とも８０

歳 以 上を除き、年 齢とともに「はい」の割 含カミ多く、

Ｆいい完∬どちらともい完ない」の割 合が少なかった

（男 性 ｐ ＜ Ｏ．０５、 女 性 ｐ ＜ Ｏ．０１）。

５． 回 答者のタイプＡ行 動パターン・性 格傾 向

虚血性心疾患発症の危険因子の玉つであるタイ

プ Ａ 行 動パターン・性格傾 向 について調 査した自

タ イ プ Ａ は ３３８ 人 で 平 均 得 点 は ２０． は ２．９ 点
、

タイ プ Ｂ は ユ
，
２５９ 人 で 乎 均 得 点 は ９．７ 封 ．０ 点 で あ

った。性 別の 年齢 構成 につい ては表２・表３に示 す。

タイプ Ａ は全 体の ２！．２％で、男 牲より女 牲の割 合

秘 多かった。 年代 別でみると男 女ともにタイプ Ａ は

６０ 歳 代 に 最 も 多く
、 つ い で 男 性 は ７０ 歳

、５０ 歳、垂Ｏ

歳 代 の 順 に
、

女 性 は ５０ 歳
、
７０ 歳

、４０ 歳 代 の 順 に

多 か っ た（女 性 ｐ＜ ０．◎５）。
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表２． タ イ プＡの 性・ 年齢 別人 数と 構成 割合

総数 男性 女性
年齢

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

４０歳 代

５０歳 代

６０歳 代

７０歳 代

８０歳 ～

５３（朽
．
７）

７２（２１
．
３）

１２２（３６
．
１）

７６（２２
．
５）

１５（ ４
．
４）

榊 （ ４
．
、）

２４（ ７
，
１）

４７（１３
．
９）

３４（１０
．
１）

４０（ ２
．
Ｏ）

３９ （１１
．
５）

４８ （１４
，
２）

７５ （２２
．
２）

４２ （１２
１
４）

３７ （１．
９）

合 計 ３３８ （１００） １２７（３７
．
６） ２１て （６２

．
４）

受 けることに 低 抗カミあると思 いま す かｊの 質 間 に

「はい 此 回答した割 合淋多く（ｐ＜０．０５）、 世闘 体を

重 視する傾 向がうかがわれた。これを性別 にみると、

女性ば男性に比べ竈保健福 社の間題は行 政にま

かぜ てお けぱよいと思います かコ、 喉 健福 祉 サー

ビスを受 けることに低 抗が あると思 いますか」の 質

閥 に「は い」と回 答 した 翻 合カミ多 か っ た（ｐ＜Ｏ．０５）。

タイプ別と杜 会・文 化 的 活 動との 関係 をみると、

男性に比べ女性のタイプＡは「老人クラブやシルバ

ーカレッジ等」への 参加 にｒはい一と回答した割 合

が 多 か っ た（ｐ＜ｏ．０５）
。

表 ３、 タ イ プＢ の 惟・年 齢別 人数 と構 成割 合

総数 男牲 女性
年齢

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

４０歳 代

５◎歳 代

６０歳 代

７◎歳 代

８０歳 ～

２６１（２０．
７）

３０８ （２４．５）

３７０ （２９
．
４）

２８２ （２２
．
４）

３８ （ ３
、
◎）

６２ （ ４
，９）

７２ （ ５
．
７）

、４１（１１
．
２）

１４０（１１
．
１）

２３（ 、
、
８）

１９９ （１５．８）

２３６ （１８
．
７）

２２９ （、８
，
２）

１４２ （１１
．
３）

１５ （ １
．
２）

合 計 １２５９ （１００） ４３８（３４
，
８） ８２１ （６５

－
２）

１）健康状況との関係

タイプ別と白 覚 症 状 の関 係 をみると、タイプＡに

多い 割 合 を示 す 項 胃 は 陀 よっとしたことでも気 に

な る」（ｐ ＜０．０１）、
は く眠 れ な い」（ｐ＜Ｏ．０５） で あ っ

た。これを性別 にみると、男牲 はＦちょっとしたことで

も 気 に な る」の 割 合 が 多く（ｐく０．Ｏユ）、
女 性 はｒちょっ

とし た こと でも 気 に な る」（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）、
ギ疲 れ や す いｊ

（ｐ〈０．０
５） の 割 合 が 多 か っ だ

。

タイプ別と基本 健 康診 査 結果、目 常 生活 に影 響

のある健 康 上の間 題、自 覚 的健 康度との間 に有 意

な差 はみられなかった。

２）往 民意 識、杜 会・文化的 活動との関係

タイプ別と住 民意 識との関係をみると、タイプＡは

タイプＢに比べＦできるだけ行 政の世 話 にはなりたく

ないと思 います か」、
Ｆお年 寄りの 世 謡 は身 内が み

るほうカミよいと思いますか」、
「保健 福 稚サー ビスを

６． 回答 者の健 康状 況と住 民 意識、杜会・文 化

的活動との関係

住 民 意識、杜会・文 化 的渚 動の参 加状 況 につい

て「どちらともい完ないＪの回 答を除い たｒはい∬ い

いえ一の２群と各健康状況の関係 について検討し

た
。

１）基本健康診査緒果との関係

住 民意識と基本健康診査の総合判 定結果との

関係では、総合判定結果の 帳 療継続」群はｒ老後

は子どもに面倒をみてもらいたいと思いますか」に

の町に住んでいれぱ老後は安心だと思いますか」

にＦは い」と１回 答 した 割 合 が 最も 多 かっ た（ｐ〈

Ｏ
，
Ｏ玉）

。

行政についての二一ズ等では 喉 健福祉の間題

は行政にまかせておけばよいと思いますか」「でき

るだけ行政の世語にはなりたくないと思いますか」

にギはい」と回答した割 合は「医療 継続一群 が多く（ｐ

＜０．０王）、 囎 祉 間 題 は 地域 佳 民が 助 け合って解

決 すべきだと思いますか一に「はい」と回 答し危割合

はＦ要 医 療一群 で 少 な か っ た（ｐ＜Ｏ．０５）。

保健福祉サービスについては「医療継続」群に

ｒはい」と回答した割 合 が多く、
「大東 町で開か れ危

健 康 教 室 に参 加したこ二とがあります か」（ｐ＜Ｏ．㎝）

「大 東 町の保 健福 栓サービスに溝 昆していますか」

（ｐ＜Ｏ．０５）の項 目に有 意差 が認 められた。

杜会・文化的活動の参加状況と総合判 定緒果と

の 関 係 をみると、
「老 人クラブ や シルバ ーカンッジ
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等」への参加１ぴ はい」と回答した割合は「医療継

続」 鮮 が 有 意 に 高 か っ だ（ｐ＜Ｏ．Ｏ王）。

２）目常生活に影響のある健康聞題との関係

往民意識と冒常生活に影 響のある健康上の閥

題 の有 無との 関係 に有 意な差 は認 められない が、

杜会・文 化 的 活動との 関連 では、健 康 上の間 題 が’

晦 い」群はｒ町肉会や婦人会∬趣味や稽 古事の

集 まりや 会ｊへ の参 加 に「はい」と回 答した割 含カミ

多 か っ た（ｐ〈Ｏ．０５）。

ｒ老 人クラブ やシル バーカレッジ等」への 参加 に

ｒはい」と回 答した割 合 は、健康 上 の間 題が 脇 る」

群 に多 かった（ｐ＜◎、Ｏ王）。この傾 向 は 男 性 は女 性

に比べてさらに強く、これらの背 景 には各々 の会の

活動 性と本人 の行動 性との 関連カミ推察される。

３）自覚的健康度との関係

健 康 状 態 を“よ い
”（「よ い」、

ぼ あ よ い」） ど‘よくな

い”（脇まりよくない」、
「よくない」）の２グル ープに

分 け僅 民意 識との関係をみだ。 行政 についてギ保

健福祉の間題は行政にまかせておけばよいと思い

ますか」に「はい」と回答した割 合 は、男 女とも自覚

的 健 康度秘“よくない”群 に多かった （男 性 ｐ＜

Ｏ．Ｏ至、
女 性 Ｐ＜ Ｏ．０５）

。

杜 会・文化 的活 動の参加 状 況との関係をみると、

自 覚 的健 康度カ童“よい’’騨で「ほい」と回 答した割合

が 有 意 に高 かったの は、
ｒ趣 味や 稽 古 事 の集まり

や 会」（ｐ＜Ｏ，Ｏ王）、
Ｆ町 内 会 や 婦 人 会」（ｐ＜Ｏ．０５）で

あり、
「はい」と国 答した割 合が 低かったのは「老 人

クラ ブ や シ ル バ ー カ レ ッジ 割 で あ っ た （ｐくＯ．０５）。

これを性別 にみると、男 性 は、自 覚 的健 康 度が“よ

くない’’鮮 に「老人クラブやシル バーカレヅジ等」へ

の 参 加 に「はい」と回 答した割 合 が多 かった（ｐく

Ｏ．Ｏ丑）。 女 性 は、
「趣 味 や 稽 古 事 の 集 まり や 会」（ｐ

＜Ｏ．Ｏ王）
Ｆ町 内 会 や 婦 人 会」（ｐ＜ Ｏ．０５）へ の 参 加 に

「は い」と回 答した割 合 淡、自 覚的 健 康度 が“よい”

群 に多かった。

４）自覚症状との関係

住 民意 識と自 覚 症 状 の有 無との関 係 をみると、

有意 な 差が みられた。 居 佳 地に つい て に の 町 に

住んでいれば老後は安心だと思いますか」にｒは

い一と回 答した割 合 が高かったの は、 噺、起きるの

がだるい」「肩こりや、腰痛がある∬軽い動イ侠’どうき・

層 切 れカヨす る」（ｐ＜ ０．０
！）

、
「何 を す る のも お っくうで あ

る∬便通が良くない」（ｐ＜０，０５）に「いい完」と回 答し

た群 であった。

「この 町 に い つまでも住 み 続 けたいと思 います

か」に「はい」と答完た割 合 は、「ちょっとしたことでも

気になる∬何をするのもおっくうである∬軽い動作芯ゼ

うき・息 切 れ が す る」（ｐ〈 ０
．
０１）

、
噺

、
起きる の が だ る

い∬胃の調子が良くない」（ｐ＜０１０５）に「いいえ 北 回

答した群 淡有意 に高かった。

行 政 につ いて「できるだけ行政の 世話 にはなりた

くないと思いますか一に「はい」と答完た割合淋有意

に 高 か っ た の は
、

噺
、

起 きる の が だ るい」 嘱 こり や
、

腰痛カ蛎 る」にＦいいえ」と回 答した群であった（ｐ〈

Ｏ
．
０１）

。

保 健 福 祉サ ービスにつ い てＦサー ビスを受 ける

の は当 然の権利 であると思いますか」に「はいコと答

えた割 合 が有 意 に高 かったのは、
「何をするのもお

っくうである一に「はい」と回答した鮮であった（ｐ〈

Ｏ．０５）。 け 一ビスを受 けることに低 抗 淋あると思い

ますか」に「はい」と答 えた割 合 は、
「何をするのもお

っくうで あ る」（ｐ＜Ｏ．Ｏ１
）
、

Ｆちょっとし たこと でも 気 に な

る」「軽い動作でどうき・息切 れがする」（ｐ＜Ｏ，０５）に

「はい」と回答した弾淋 有意 に高かっ危。

ｒ大 東町の保健福杜サービスに満足しています

か」に「はい」と答えた割 合カミ有 意 に高かっだのは、

「ちょっとしたごとでも気になる∬疲れや すい」 礪 こり

や、腰痛がある」「何をするのもおっくうである」に「い い

完」と回 答 した 群 で あ っ た（ｐ＜０．０５）。

ｒ健康教育に関する大東町の案内をみたこと淋

あります か」に「はい」と答えた割 合 は 噺、起きるの

淋だるい」「何をするのもおっくうであるｊに「いい え」と

回 答 し危 群 が 有 意 に 高 か っ た（ｐ＜０，０５）。

杜 会・文化 的 活動との関 係をみると、「町内 会 や

婦人 会ｊへ の参 加 にｒいいえ」と回答した割 合淡 有
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意 に高 かったの は、 略 よっとしたことでも録になる」

「疲 れ や す い」「便 通 か 良くな い」（ｐ＜ Ｏ．０１≧、
「朝、 起

きるの淋だるい∬よく眠れない」（ｐ〈◎．０δ）に「はい」

と回答し危群 であった。

ｒ老人クラブや シルバ ーカレッジ等」への参 加 に

ｒいい ね と回 答 した割 合 は、
Ｆ朝、起きるのカミだる

い」にｒはい」と回答しだ灘カ靖 意に高く、
ｒ趣 味 や 稽

古 事の 集まりや 会」への 参 加 にｒいいえ」と回 答し

た割 合カ塙 かっだのは、
Ｆ朝、起きるのがだるい」 瞭

れ や す い一（ｐ＜ Ｏ．０１）、
Ｆ何 を す る のも お っくうで ある」

脆 んがでたり、咳をすることがある」ｒ階段を上がったり、

軽い 醐 管 をうき・息切れ秘するｊ（ｐ＜０．０５）にＦはいｊ

と回答しだ群で碗った

ｒボランティア活動」へ の参 加 にＦいいえ 北 回 答

した割 合 は、
「朝、起きるのがだるい∬ 疲れやすい」

「何をするのもおっくうである」に「はい 此回答した群が

有 意 に 高 か っ た（ｐ＜Ｏ．０１）。

Ｗ． 考 察

１．健 康 状況

基本健康診査の総合判 定結果はＦ異常なし」の

者 の割 合 が１３．５％となっており、健 康 診 断 上、 医

師 による何らかの 指示 を受 けている者カミ多い傾 向

にあった。しかし自 覚的 健 康度は約９割の者がよい

と答 完、まだ健康 上の 閥 題で員 常 生活 に髭 響のあ

る者の割 合 は全 国より低く｝）、過 去 の調 査に おいて

も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ て い た２■７）
。

近 年
、

医 学 的・

客観的健康指標より健康度の自己評価カミ将来の

生 存・死 亡の 予測 力 が大きいといった 概究 緒果も

報 告され、主 観 的な 状 態が 人 びとの健 康 にとって

重 要なものとなってきている８）。本 調 査の 回答 者 は

経年的にみて医学的・客観的健康状態に何らかの

閥 題 はあるもの の、主 観 的健 康感 が 高い集 団と考

完 ら れ る。

総合判 定結果の 喉 療継続」群は、
Ｆ大東町で開

かれた健康教室に参加している」やｒ大東町の保

健福 祉サービスに満 匙 と回答している割 合が高

かった。このことは、 何らか の疾 病をもち 医 療・保

健・福 祉サービスを受 けている住 民のほうが、積 極

的 に行 政の サー ビスを利用 し、満 昆 感を感じてい

ると思わ れる。 今後 はＦ要 注意 ∬ 要医 療」鮮へ のア

プロー チを行い、往 民 全体 の健 康レベ ルの悪 化を

防ぐζとも必 要である。

総合糊定緒果の「要医療」群は「福 祉閥題は地

域住民が助け合って解決すべき」に否定的な回答

をした割 合が高く、また自 覚 的健 康度 が“よくない”

群にｒ保健福植の聞題 は行政にまかぜておけぱよ

い」と回答しだ割合 が高かった。 逆にとら完ると健康

状態カ浪 好に保持されると保健福 祉間題 へ主体

的 に関わる意識 淋強いともいえるので、今後、詳細

な検討をする必要がある。

２１住 民 意 識

１）大 東町 について

年 齢 が高まるにつ れ、大 東 町に 往 むことの 安 心

感や永住意識が強い傾向にあり、佳み撰れた大東

町での暮らしやすさが表れていると考完られる。今

後も地 域の 特性 に応ｃた“まち づくり”は期 待される

課題である。

２）介護感について

年 齢 淋高まるにつ れ「子どおに面倒 をみてもらい

たい∬ お 牢寄りの 世話 は身 内淋みるほうがよい」に

肯 定的な回 答カミ多かった。また「できるだけ行 政の

世話にはなりたくない∬保健福社サービスを受け

ることに低抗 がある」に「はい」と回 答した割 合も年

齢の 高まりとともに多くなっており、 高 齢になるほど

老後 の世 話を家 族 に求 める傾向 が伺 える。介 護 意

識 には伝 統 的な家 族を中 心に おい危ものと、積 極

的 に外 部のサ ービスを取り入れていく傾 南とがある

添
、 前 者 は男 性 に多くみられる一 方 で、女 性 はこ

れらの質間 に「どちらともいえない」と回 答した割 合

カ塙 かった。この背 景には男 女ともに、女憧 が家族

の老後の世謡をする中心的な役翻を担っていると

いう認識 が 前 提 にあると考えらねる。 つまり、女 牲

は自 分 の老後 の 世話を身 内に望 む 思いと、妻、嫁、

娘として老後の世話を弓１き受ける立場の負担感を
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合わ せ 持っているため、
「どちらともいえない」を選

択 する者カ芸多かったの ではないかと思われる。

３）行政活動について

保健や福祉間題について、
Ｆ行政と住民が一緒

になって 解 決」に８割 強、
「地 域住 民が助 け合って

解 決」に７割を超える肯定 的な回答 が得られた。 近

年、保 健・福 祉 の聞 題 解 決 は、その 過 程 にお ける

住民の参加や意思決定を尊重し、住民カ注 体とな

って取 組 む 方 向で 推 進されている９〕。 今 回の 調 査

でも、住 民を中心としだ間 題解 決 方策 を見 出そうと

する住 民の意 識 が 高い 傾 向 にあり、保 健・福 祉の

サ ービスを提供 する側 ぱ、住 民のよきパ ートナーと

して地域の保健福祉活動を推進していくことが求

められる。 市 町村合 併 により行政 規模 が大きく変 化

する淋、 地域 性 に応じた取 組 みの二 一ズを推 し量

る必 要がある

４）杜 会・文化 的活 動への参 加 にっいて

一般的にｒ町内会」のような自治組織は役員が男

性で 占められ、勇 性を中 心に運 営されているところ

が 多 いユｏ）。 本 調 査 におい てもＦ趣 味や 稽 古 事の 集

まりや 会ｊへの 参 加 は女 性 の割 合カミ高 い 一方 で、

「町内会や婦人会」への参加は勢性の割合が高か

ったことから、自 治 活動 に対 する男 女 の役 割 分 担

意 識 が介在していることカ潴 摘 できるむ

老牢 期の 発 達 課題 のひとつ に「自 分の 年ごろの

人 びとと明るい 親密 な関係 を結ぶこと」が 挙 げられ

ているｎ∋
。 本 調査 の 結果、

「老人クラブ やシルバ ー

カレッジ等」への 参 加 は、７０歳 代 では６割 を超完、

８０歳 以 上で は７割を超麦た。 老 年期 の 多くの者 が

参 加している「老 人クラブやシノシバーカレッジ」はそ

のような杜会的発 達課題を遂行し、成就できる場

の ひとつ であると考えられる。

しかし、杜 会・文 化 的 活 動 へ の参 加 に比 べ、健

康 教 室 への参 加 は少な かった。 杜 会・文化 的な 集

まりは員的が必ずしも健康と関連していないおので

あっても、ネットワークを介して互いの健 康を考完る

機 会 をもつことは 可能 である。このようなグル ー プ

単位に保健サービスの提供を行う施策も検討して

いくことは重要である。

また、健 康状 態と栓会・文 化 的 活動 へ の参 加状

況とのかか わり躯 みられた。「老人クラブや シルバ

ーカレッジ等」を除き、男 女とも健 康状 態カミよくない

群はよい群に比べ杜会・文化的活動への参加割

合 淋低 い傾 肉 にあった。とくに自 覚症 状 のうち「朝

起きるのがだるい」 唆 れやすい∬何をするのもおっ

くうである」に「は い」と回 答した者 は、杜 会・文 化的

活 動 への参 加 割 合が 低 い傾 向 にあった。介 護 保

険 制度 の兇 直しで介護 予 防の取 組みカミより一層 重

視されているが、健 康レベル にきめ細かく対応でき

る場の提 供が望まれる。

＾ 方、
Ｆ老 人クラブや シルバ ーカレッジ等」への

参 加 にｒはい」と回 答した割 合 は、健康 上 の閥題 が

「ある」群、
「医療 継 続」群、自 覚的 健 康度 が“よくな

い”群 に高かった。高 齢 者 は 加 齢 に伴う身 体 的な

健康の衰退に適応しつつ、桂会 的に良好在状態

カミ保たれている傾 向 にあると思われる。

Ｖ
．

ま と め

１９９９年度より、大東 町の基 本健 康診 査の結 果お

よび健 康 状 況 に関 わる調 査を実施 してきた。本 年

度 は健 康 状 況と住 民 意識、 杜会・文化 的 活動との

かかわりを中心 に検討を行った。

分析結果から①調査対象者は経年的にみて客

観的健康状態に何らかの間題はあるものの、自覚

的健康度の高い集団である。②各年齢層に応じた

健康保持増進のための杜会１文化的活動への参

加カミ観 察された。 ③ｒ医療 継 続」群 は、 吠 東 町 で

開かれた健康教室に参加している」や「大東町の

保健福祉サービスに溝 匙 と回答している割合が

高かった。④ 健康 状 態がよくないと栓会。文 化的 活

動 への参 加が少ない 傾向 にあった。⑤僅 民 サービ

スについて行政との協働や住民閻の自助努カの

意識は強かった。⑥世代間で異なる生活意識や異

見の相 違の傾 殉淋 みられた。

合 併 により住 民 の 生活 に変 化カま起きることも予

測できるので、さらに資 料を蓄 積し、 地域 で生活 す
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る人 びとのＱＯＬを確保する検討を重ね危い。
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